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研究内容
　ਓؒɺ一ਓ一ਓͷྗ͸小ͯ͘͞΋ɺࣾձूஂΛܗ੒͢Δ͜ͱͰΑΓ大͖ͳ
ྗΛൃ͢شΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢͜Εͱಉ͜͡ͱ͕෼子ͷੈքͰ΋起͖͍ͯ·

ɻ͢෼子ෳ合ܥՊֶࣨڀݚͰ͸ɺ෼子ूஂͷڠ૗ݱ৅͕ੜΈ出͢ػೳੑͷ
ཧղͱͦͷࡐྉՊֶ΁ͷԠ༻Λ໨ͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

෼ࢠෳ߹ܥͷཧղɿզʑ͕ڀݚର৅ͱͯ͠ ͍Δͷ͸ɺ༷ʑͳ෼子͕ڞଘ͢Δ
ෳࡶͳੜ໋γεςϜͰ ɻ͢ੜ໋γεςϜͷ中Ͱ͸ɺ୿白࣭ͱݺ͹ΕΔ෼子達
͕ͦΕͧΕੑݸΛͪ࣋ɺػೳʹର͠ԿΒ͔ͷ໾ׂΛ୲͍ͬͯ· ɻ͔͢͠͠ͳ
͕Βɺݸʑͷ୿白࣭෼子͸ੜ෺ʹݟΒΕΔ高౓ͳػೳͱ͔͚཭Εͨ͞͞΍͔
ͳػೳΛͯͬ࣋ ͍Δʹ͗͢·ͤΜɻզʑ͕໨ͷ౰ͨΓʹ͢Δੜ෺͕ࣔ͢ଟ༷
ͳػೳੑ͸ɺ͜ΕΒ୿白࣭͕؇΍͔ʹ݁ͼ͍ͭͨूஂ͕߃ৗత͔ͭࣗ཯త
ͳू合཭ࢄΛ܁Γฦ͢͜ͱʹΑͬͯ 実͞ݱΕ͍ͯ· ɻ͢౰ࣨڀݚͰ͸ɺ෼子
ͳ෼子ࡶ೉ͩͬͨෳࠔΛඥղͨ͘Ίʹɺैདྷ෼ੳ͕ݯೳੑͷػ͕ࣔ͢ஂू
γεςϜͷಈଶΛղੳ͢Δ৽͍͠ڀݚख๏ͷ։ൃΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢

෼ࢠෳ߹ܥͷར༻ɿ୿白࣭෼子ूஂ͸ɺੜཧػೳΛੜΈ出͢ͷΈͳΒ ɺ༷ͣʑͳੜମࡐྉͷߏ੒෺ʹ΋ͳͬͯ ͍· ɻ͢ݸʑͷ୿白࣭ʹ
͸ࣗ෼ࣗ਎͕ͳΓ͍ͨߏ଄͕જࡏతʹϓϩάϥϜ͞Ε͓ͯΓɺࣗൃతʹͦͷߏ଄ʹંΓ৞·ΕΔੑ࣭Λ༗͍ͯ͠· ࢋɻ（૊織Խݾࣗ͢）
΍ΫϞͷࢳ（γϧΫ）౳ʹ୅ද͞ΕΔߏ଄୿白࣭ͱݺ͹ΕΔछྨͷ୿白࣭͸ɺߋʹ୿白࣭ಉن͕࢜ଇ正͘͠͠ूڽɺ໨ʹ͑ݟΔ大͖͞
ͷࡐྉΛߏ੒͠· ɻ͢γϧΫͷ中Ͱ͸ɺ୿白࣭ಉ͕࢜ෳࡶͳ૬ޓ作༻Λ介ͯ͠ݻڧʹ݁ͼͭ͘͜ͱʹΑͬͯ ɺਓ͕ؒ作Γ出ͨ͠ਓ޻෺
Ͱ͸͢ݱ࠶Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍༏ΕͨಛੑΛࣔ͠· ɻ͢ݪྉͱͳΔ୿白࣭Λվม͠γϧΫΛߏ࠶੒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹ɺ਎ۙͳࡐྉ͔Β
·ΘΕ͍ͯݴྉՊֶʹֵ໋Λ΋ͨΒ͢ͱࡐΔ·Ͱɺࢸʹྉࡐ΍Ӊ஦Ͱ利༻͞ΕΔಛघػۭߤ ɻ͔͢͠͠ͳ͕Βɺݱঢ়ɺզʑ͸ࢋ΍ΫϞ
ͷΑ͏ʹ্खʹ୿白࣭Λ๰͙͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·ͤΜɻ౰ࣨڀݚͰ͸ɺݸʑͷ୿白࣭΍୿白࣭ूஂ͕ࣔࣗ͢ݾ૊織ԽೳͷڀݚΛ௨ͯ͡
͜ͷ໰୊ʹΞϓϩʔν͠ɺ৽ن୿白࣭ࡐྉͷ։ൃͱ実༻Խɺͻ͍ͯ͸୿白࣭ࡐྉՊֶͱ΋ݺ΂Δ৽ͨͳֶज़෼野ͷ։拓ΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢

෼ࢠෳ߹ܥՊֶ研究室
https://mswebs.naist.jp/LABs/kamikVbo/index.html
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（写真左から）
教授：上ٱ保　༟生 kamikVbo@ms.naist.jp
准教授：౻ؒ　঵子 toma@ms.naist.jp
ॿ教：山࡚　༸一 Zama[aki@ms.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　物理学、化学、生物学などの分野からなる融合研究を進めています。ະ知なるものにڵ味を持ち、୳究心を持ちଓける能力を身につ
けたいと͑ߟているਓであれ͹、研究を始めてから必要な知識は身につけることができます。

研究室の指導方針
　分子ෳ合ܥに見られる様々なݱ৅の解໌、そこで得られた科学的知見に基ͮいた新ن分子ෳ合ܥ材料の開発を通じ、論理的ߟࢥに
よって自ら൑அする意ࢥを持つ自立した研究者・社会ਓをཆ成したいと͑ߟています。分子ෳ合ܥは学ྖࡍҬ研究によって解き໌かされ
るものであり、ಛఆの学術分野にಛ化した研究ではࣃが立ちません。新しいݱ৅にڵ味をଅすことで、課題解決に必要な科学的素ཆ
を主体的に身につける実ફ的な能力をҭ成することをࢦಋ方਑としています。

この研究で身につく能力
　日ࠒの研究活動を通じ、9線/中性子/ޫࢄཚܭଌ、分ޫ学的ܭଌ、ݦඍ࡯؍、Ҩ఻子/タンύク࣭工学౳のख法や物理化学、生物
物理学、୿ന࣭科学、材料科学に関する知識を身につけることができます。学生には独立した研究テーマを設ఆし、立ち上͛から੹೚
を持って遂行にあたってもらいます。研究を立ち上͛成Ռをग़すことは、社会ਓになって一つのプロジェクトを೚され、その課題の構造
をಡみ解き、一つ一つ行動しながら解決しܗにしていく࡞業にࣅています。研究遂行࣌に生じる問題を研究室メンόーと共有しつつ、様々
なΞυόイスやΞイディΞに基ͮき、最終的には自らの൑அによって解決できる能力を身につける環境を提ڙします。

修了生の活躍の場
　ത࢜取得者の中には、公的研究機関や大学౳で研究者として活躍しているमྃ生や、ຽؒ企業に就職し、新しいプロジェクトを೚され、
その立ち上͛にਚ力しているमྃ生が多数います。ത࢜લظ課ఔでଔ業した学生も、化学ܥ、材料ܥ、製ༀܥをはじめとしたຽؒ企業
に就職し活躍しています。

෼ࢠの世քのࣾձֶ
෼͕ஂूࢠ৫Γなす機能ੑのݯをඥղ͖ར用する

研究設備
9線༹ӷࢄཚଌఆ૷ஔ、9線݁থ構造解ੳ૷ஔ、動的ޫࢄཚଌఆ૷ஔ、分
ੳܕ௒ԕ心機、ݦඍ/੺֎ٵऩ分ޫ૷ஔ、ԁೋ৭性分ޫޫܬ、ܭࢄ度ܭ、
ଌシステム、φܭ௿Թ分ޫଌఆシステム、ྜྷޫण໋、ܭՄ視分ޫޫ度֎ࢵ
ϊඵޫܬण໋ܭଌシステム、A'.、共য点Ϩーβーݦඍڸ、全൓ࣹޫܬ
自ܕDNAシーέンサー、1C3、プラスミυௐ製ロϘット、Жྲྀ࿏、ڸඍݦ
動サンプリンάシステム、Ҿுѹॖࢼ験機

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
研究業੷
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共同研究：国内֎での共同研究多数（ւ֎: 6SA
 Denmark౳）・ຽؒ共同研究（Spiber InD.）
֎෦ࢿ金：新学術ྖҬ研究「生໋分子システムにおける動的டংܗ成と高࣍機能発ݱ」革新的研
究開発推進プロάラム Im1ACT「௒高機能構造タンύク࣭による素材産業革໋」ଞ、科学研究費
ิॿ金౳
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